
　	
　梶原悠未さん　（2015・2017年度奨学生）	

　　今村駿介さん　　　（2016年度奨学生）	
	
　　　　　第73回全日本大学対抗自転車競技選手権大会  	
	
　　2017年9月1日（金）・2日（土）	
　　長野県松本市　美鈴湖自転車競技場	
	

　全日本大学対抗選手権大

会は大学日本一を決める歴

史ある大会。	

　一人の選手がエントリーで

きる数は決まっており、梶原

さん（筑波大学）はトラック競

技でインディヴィジュアル・

パーシュート、ポイントレース、

タイムトライアルの3種目と

ロード競技にエントリー。た

だし筑波大学からのエント

リーは梶原さんただ一人。個

人の記録を狙う意味が大き

いはず。	

　今村さん（中央大学）はト

ラック競技でインディヴィジュ

アル・パーシュート、ポイント

レース、チーム・パーシュー

トとロード競技に出場して個

人と大学の名誉の両方をか

けて挑む。	

大学のチャンピオンを決める大会。	
出場レースで目指すのは金メダル！	

●自転車競技●	
インディヴィジュアル・パーシュート（個人追抜）　梶原さん：女子3km　今村さん：男子4km	
楕円形の競技場のホーム・ストレッチと、反対側のバック・ストレッチから相対する２名の選手が合図ととも

にスタートし、お互い前にいる選手（対戦相手）を力の限りを尽くして追い抜くレース。追いつかない場合は、
所定の距離を完走し、その完走タイムで勝敗が決まる	

チームパーシュート　今村さん：男子4km	
1チーム４人で、反対側からスタートした対戦チームを追いかける。風圧を最小限に抑える効果的な選手
交代や個人のペース配分を考慮したチームワークが鍵。追いつけなかった場合はゴールするときの３番

目のタイムで優劣を決定	
ポイント・レース　梶原さん：女子20km　今村さん：男子40km	

複数選手によって競う。成績はレース中に設けられているポイント周回で与えられる得点の合計で決めら
れる。（1位通過＝5点、2位通過＝3点、3位通過＝2点、4位通過＝1点）その他、周回UPした選手には20
点が与えられる。得点合計が同じ場合、ゴール時の着順で優劣をつける	

タイム・トライアル　梶原さん：女子500m	
楕円形の競技場の相対する側から２名の選手が合図とともにスタート。タイムを計測し、総合順位が決定	

1周333.33mのトラック	

かじはら　　ゆうみ　	



梶原悠未さん	

　応援に行った9月1日、梶

原さんのポイントレースがス

タートした。順位ポイントが

与えられる6周ごとの時点ま

で、選手たちはタイミングを

見計らいながら集団で走っ

ていく。笛が鳴り響きポイン

トとなる周回が知らされると、

梶原さんが一気に加速して

先頭へ！1位５点を連続取

得していく。中盤になってくる

と梶原さんが独走する場面

も続き、他の選手を寄せ付

けない貫禄の優勝を飾った。	

　そのわずか１時間後に

500mタイムトライアルが開

始、最終10組めに登場した

梶原さんは位置につくと大き

く深呼吸してスタート。力強く

ペダルを踏んで反対側から

スタートした相手を追う。が、

相手選手の方が逆に差を詰

めているような・・・。残念な

がら4位のタイムの結果と

なった。あとでお話しを聞くと

「疲れちゃいました」。そりゃ

そうでしょう。過酷なスケ

ジュールでした。	

　9月2日はインディヴィジュ

アル・パーシュートに出場。2

日前の予選で1位通過して

いたため、この日は優勝決

定戦に出場。この種目も反

対側からスタートした相手選

手を追いかける形で周回を

重ねていく。0.9秒差で先に

ゴールしたのは梶原さん。優

勝おめでとうございます！な

のに本人も監督もサポート

役のお母さんも喜んでいる

ように見えない。なぜ!?私の

勘違い!?と焦ったが、タイム

に納得できなかったらしい。

さすが、既に世界でレースを

重ねる梶原さんなのだった。	

	

ポイントレースで圧巻の勝利。	
トラック競技では２種目で金メダル！	

ポイントレースで独走する
梶原さん。後続の集団（写
真の右上）は追いつけない	

500mタイムトライアル。	
スタート前に大きく深呼吸	



たくさん表彰された梶原さん。今村さんも祝福	

梶原悠未さん	

　3日めは大町市に場所を

移してロードレースが行われ

た。63kmのレースは「毎日

もっとキツイ練習をしている

からなんてことない距離」だ

そう。果たして期待通りの優

勝を飾った。結果として筑波

大は梶原さん一人の出場で

3位に。これもすごい！	

最終日、ロード63kmでも優勝！	
筑波大も3位、おめでとうございます	



梶原悠未さん	

女子総合結果	



今村駿介さん	

　9月1日、今村さんは中央

大学メンバーとしてチーム

パーシュート予選に出場。４

人で隊列を組んでの懸命な

走行で、タイム順位2位を獲

り優勝決定戦に進出だ。	

　午後はポイントレース、男

子は40km160周の長丁場。

ポイント周回ではどっと順位

を競い、過ぎると一旦休みを

取りながら集団を離れず走

行する選手たち。今村さんも

序盤は集団の中で紛れてい

たが、急に集団から飛び出

してきた。ポイント周まで何

周かあるのに独走を仕掛け

ている様子。疲れて大事な

ポイント時点で追いつかれ

てしまうのでは、と案じたが、

今村さんは逃げ切って5点を

獲得。なるほど、自らの脚を

信じての作戦。その後も何

回か逃げ切った今村さんは

総合点で3位に。銅メダルお

めでとうございます！	

　翌9月2日はまずインディ

ヴィジュアル・パーシュート

4km。予選で２位だった今村

さんは、優勝決定戦に出場

だ。低い姿勢でスピードを上

げて、反対側の相手を追い

かける。が、周回の終盤に

少しずつ少しずつ詰められ

てしまった。悔しそうな表

情・・でも銀メダルおめでとう

ございます！	

トラック個人競技は	
銀メダルと銅メダルを獲得！	

ポイントレースでダッシュ独走（写真上）	
チームパーシュート、中央大チーム（写真右上）	
勢いつけてスタートをするインディヴィジュアル・

パーシュート（写真右）	



チームでの優勝
は、本当に嬉し
そう	

チームパーシュートで追い抜き優勝！	
おめでとうございます！います	
　9月2日午後のチームパー

シュートの優勝決定戦、中

央大チームは日大チームと

金メダルをかけてスタートを

切った。順調に負荷の高い

先頭を交代しつつ周回を重

ねていく中大チーム。一方で、

日大は一人が次第に隊列を

離れていってしまう。猛ダッ

シュで追いかける中央大

チームに、日大チームも逃

げようとするがさらにもう一

人が遅れていく。最後１周、

観客の大応援の中、中央大

が日大を追い越した！予選

2位からの見事な逆転優勝。

選手、支えるスタッフ、全員

で勝利に沸いていた。おめ

でとうございます！	

　	

今村駿介さん	



今村駿介さん	

男子総合結果	


